
一 般 質 問
市
政
を
問
う
！
　
一
般
質
問
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豊
か
な
ふ
る
さ
と
を 

　
　

…
総
合
政
策

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え
を
問
う
も
の
で
す
。
今

回
の
議
会
で
は
、
16
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
掲
載
し
た
内
容
は
各

議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
全
て
の
質
問
と
回
答
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
で
閲
覧
で
き
ま
す
。︵
８
月
下
旬
掲
載
予
定
︶

衛
生
組
合
と
消
防
組

合
の
組
織
統
合
を

組
織
統
合
に
よ
る
影
響

と
考
え
方
は
。

衛
生
組
合
で
は
、
葬
祭

場
は
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
運
営
を
し
て
い
る
が
、

し
尿
処
理
に
つ
い
て
も
今

後
、
民
間
活
力
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
が

可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
消
防
組
合
と
の
統
合
は
、

管
理
部
門
の
人
件
費
の
削

減
や
事
務
の
統
一
化
に
よ
る

事
務
費
削
減
の
効
果
が
期

待
で
き
る
と
考
え
る
。
本
市

市
長
を
は
じ
め
、
構
成
団
体

の
首
長
間
に
お
い
て
は
組
織

統
合
の
考
え
方
は
共
有
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合

の
議
会
の
協
議
や
、
構
成
団

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
上
で
有
効

と
認
識
し
て
い
る
。
研
究
し

た
い
。市

職
員
へ
の
手
話
研
修

を
。

職
員
が
挨
拶
な
ど
は
で

き
る
よ
う
に
、
実
施
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
遠
隔
手

話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り

組
み
を
。

気
軽
に
持
ち
運
び
で

き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

利
用
し
て
の
手
話
通
訳

サ
ー
ビ
ス
は
、
大
変
便
利

な
手
段
と
考
え
て
お
り
、

検
討
し
て
い
く
。

番
号
法
の
施
行

平
成
27
年
の
後
半
か
ら

国
民
の
一
人
一
人
に
個
人
番

号
が
通
知
さ
れ
、
社
会
保
障

や
税
の
分
野
な
ど
で
利
用
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
の
業

務
や
市
民
へ
の
影
響
は
。

市
の
業
務
で
は
、
個
人

番
号
に
よ
り
本
人
確
認
が
容

易
に
な
り
、
申
請
者
の
正
確

な
情
報
把
握
と
転
記
や
入

力
ミ
ス
な
ど
の
誤
り
が
な
く

な
る
。
ま
た
、
影
響
は
、
各

種
行
政
手
続
き
の
添
付
書

類
等
が
な
く
な
る
な
ど
、
利

便
性
が
増
す
。

郷
土
愛
の
醸
成

伝
統
音
楽
の
指
導
の
状

況
は
。学

習
指
導
要
領
に
基
づ

き
、
お
囃
子
な
ど
地
域
の
楽

曲
を
音
楽
の
教
材
に
取
り
入

れ
る
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
お
囃
子
な
ど
地
域
の

協
力
を
得
な
が
ら
郷
土
の
伝

統
文
化
を
学
ぶ
よ
う
努
め
、

郷
土
愛
を
育
ん
で
い
く
。

ふ
じ
み
野
ふ
る
さ
と
展

合
併
10
周
年
記
念
事

業
と
し
て
﹁
ふ
じ
み
野
ふ
る

さ
と
展
﹂
の
開
催
を
。

本
市
を
テ
ー
マ
に
し
た

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
や
絵
画
展

を
新
た
に
企
画
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
郷
土
の
存

在
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
開
催

し
て
い
く
。

体
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。

起
業
す
る
な
ら

　
　

ふ
じ
み
野

環
境
経
済
部
が
新
設
さ

れ
た
。
新
し
い
体
制
で
企
業

誘
致
だ
け
で
な
く
、
起
業
支

援
を
行
っ
て
起
業
し
た
い
人

を
市
外
か
ら
呼
び
込
む
努
力

を
。

﹁
起
業
す
る
な
ら
ふ
じ

み
野
﹂
を
目
指
し
て
、
今
後

は
起
業
家
の
立
場
に
な
っ
て

戦
略
的
な
取
り
組
み
を
検
討

す
る
。

手
話
言
語
条
例

国
・
県
に
先
駆
け
、
手

話
言
語
条
例
の
制
定
を
。

手
話
に
対
す
る
理
解
の

広
が
り
を
目
指
し
、
地
域
で

地
元
野
菜
を
活
用
し
　

食
育
の
推
進
を

昨
年
10
月
の
市
報
ふ
じ

み
野
に
、
地
元
野
菜
を
活
用

し
た
レ
シ
ピ
が
紹
介
さ
れ

た
。
よ
い
企
画
な
の
で
シ

リ
ー
ズ
化
を
。

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
、
定
期
的
に
掲
載
し
て

い
く
こ
と
を
検
討
す
る
。

Ｏ
ー
１
５
７
の
　
　

予
防
対
策

О—

１
５
７
の
感
染

者
が
拡
大
し
て
い
る
。
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
予
防
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
。

感
染
予
防
の
た
め
に
、

生
肉
が
触
れ
た
ま
な
板
、
包

丁
、
食
器
等
は
熱
湯
で
十
分

に
消
毒
す
る
な
ど
改
め
て
再

度
確
認
し
徹
底
し
て
い
く
。

ト
イ
レ
等
に
手
洗
い
の
仕
方

の
写
真
を
張
る
、
ま
た
、
手

洗
い
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
は
研

究
し
て
い
く
。

財
政
拡
充
も
考
え
循
環

バ
ス
運
行
の
改
善
を

循
環
バ
ス
運
行
改
善

は
、
増
額
も
考
え
て
検
討
を
。

費
用
対
効
果
を
考
え
、

バ
ス
会
社
の
提
案
を
受
け
な

が
ら
検
討
中
。

市
立
図
書
館
は
　
　
　

直
営
堅
持

本
市
の
図
書
館
協
議
会

は
直
営
で
行
う
よ
う
答
申

し
、
２
５
０
０
名
を
超
え
る

市
民
か
ら
も
直
営
堅
持
を
求

め
る
要
望
が
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

進
め
る
の
は
な
ぜ
か
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
福

祉
・
保
健
事
業
な
ど
の
増
大

分
を
ま
か
な
う
た
め
、
現
状

の
事
業
を
見
直
し
、
予
算
配

分
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
公
共
施
設
適
正
配
置

計
画
で
も
方
向
性
が
示
さ
れ

て
お
り
、
導
入
に
よ
り
更
な

る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
。

教
育
委
員
会
で
は
、
い

つ
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営

を
決
定
し
た
の
か
。

正
式
に
は
決
定
し
て
お

ら
ず
、
条
例
改
正
な
ど
を
し

て
い
く
中
で
、
委
員
に
報
告

し
意
見
を
伺
う
。

給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
の

活
用上

福
岡
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
廃
止
後
の
用
地
︵
国
有

地
︶
の
活
用
は
。

地
区
計
画
で
の
土
地
利

用
方
針
で
は
、﹁
公
共
施
設

を
中
心
と
す
る
土
地
利
用
を

図
る
﹂
と
さ
れ
て
い
る
。
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

余
熱
利
用
施
設
「
エ
コ

パ
」
の
管
理
・
運
営

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

　
都
市
の
安
全
・
安
心 
　

…
ま
ち
づ
く
り

おおい祭りのお囃子

余熱利用施設「エコパ」

で
が
楽
し
め
る
施
設
と
し

て
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の

配
慮
は
。

施
設
を
管
理
す
る
指
定

管
理
者
と
緊
急
時
対
応
、
衛

生
環
境
保
持
、
プ
ー
ル
管
理

体
制
等
に
つ
い
て
、
詳
細
な

﹁
運
営
業
務
実
施
計
画
書
﹂

等
を
取
り
交
わ
し
、
市
が
求

め
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
履

行
と
安
全
確
保
を
図
っ
て

い
く
。

　

ま
た
、
長
期
的
運
営
か
ら

く
る
施
設
管
理
の
慢
性
化

防
止
に
つ
い
て
も
対
応
し

て
い
く
。

ベ
ラ
ン
ダ
de
　

タ
マ
ー

ル
を雨

水
利
用
推
進
法
が
施

行
さ
れ
た
。
雨
水
を
流
す
か

ら
貯
め
る
と
い
う
発
想
に
変

え
、
利
用
を
進
め
て
い
く
べ

き
。
公
共
施
設
で
の
啓
発
と

家
庭
用
貯
留
槽
﹁
ベ
ラ
ン
ダ

de　

タ
マ
ー
ル
﹂
の
開
発
を
。

現
在
、
大
井
総
合
支
所

や
フ
ク
ト
ピ
ア
な
ど
４
施
設

で
雨
水
の
利
用
を
し
て
お

り
、
今
後
も
雨
水
の
活
用
の

推
進
に
努
め
て
い
く
。

自
転
車
事
故
防
止
の

徹
底
し
た
安
全
対
策

本
市
は
、
県
内
の
交
通

事
故
死
傷
者
数
に
占
め
る
自

転
車
事
故
死
傷
者
数
の
割
合

が
ワ
ー
ス
ト
１
位
だ
っ
た
。

自
転
車
事
故
防
止
の
た
め
、

自
転
車
安
全
条
例
の
制
定
を
。

埼
玉
県
の
自
転
車
に
関

す
る
条
例
で
自
転
車
利
用
者

本庁舎と大井総合支所で定期的に
開催される「採れたてふじみ野畑」


